
◎
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

日
野　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
再
資
源
化
処

分
量
は
想
定
よ
り
収
集
量
が
増
え

た
と
の
説
明
で
あ
っ
た
が
、
当
初

の
見
込
み
量
は
？

Ａ　
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
で

試
算
し
、
年
間
10
万
５
０
０
０
㎏

を
見
込
ん
で
い
た
。
し
か
し
状
況

を
み
る
と
、
想
定
よ
り
12
～
13
％

増
で
推
移
し
て
お
り
、
現
状
を
も

と
に
算
出
す
る
と
、
年
間
で
18
万

９
０
０
０
㎏
、
処
分
料
は
１
６
０

０
万
円
程
度
と
な
る
た
め
、
不
足

額
に
つ
い
て
追
加
す
る
。

佐
々
木（
隆
）　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

利
用
目
的
と
方
法
は
？

Ａ　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
接
触
機
会
の
低
減
を

図
る
。
予
算
査
定
の
資
料
な
ど
は

膨
大
な
紙
の
量
と
な
っ
て
い
る

が
、
そ
う
し
た
用
紙
代
や
印
刷
代

の
節
減
が
で
き
る
。
ま
た
、
説
明

者
が
画
面
操
作
を
行
う
こ
と
で
、

会
議
参
加
者
は
ペ
ー
ジ
を
め
く
る

必
要
も
な
い
し
、
表
示
の
拡
大
や

縮
小
も
可
能
で
あ
る
。

東　
農
業
振
興
費
補
助
金
の
全
自
動

播
種
機
を
整
備
す
る
就
農
者
の
人

数
や
対
象
作
物
、
作
付
面
積
は
？

Ａ　
対
象
者
が
１
人
、
対
象
作
物
は

玉
ね
ぎ
で
、
作
付
面
積
は
36
ａ
で

あ
る
。

原
田　
衛
星
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
機
器

の
撤
去
は
６
基
と
の
こ
と
だ
が
、

ま
だ
他
に
残
っ
て
い
る
の
か
？

Ａ　
３
基
あ
る
。

松
﨑　
庁
舎
屋
上
の
防
水
改
修
工
事

に
つ
い
て
、
建
築
か
ら
年
数
が
経

過
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
雨
漏

り
の
被
害
等
は
あ
る
の
か
。

Ａ　
大
き
な
も
の
は
な
い
が
、
窓
枠

の
近
く
な
ど
小
さ
な
被
害
は
あ

り
、
長
寿
命
化
に
向
け
て
実
施
し

た
い
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
再
資
源
化
処
分
料

　
　
　
見
込
み
よ
り
増
え
る

　
　 

︱ 

主
な
項
目 

︱

　
◆ 

一
般
会
計 

◆

〇
総
務
費

・
庁
舎
内
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
環
境
整
備
費

�

１
１
７
６
万
円

・
職
員
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
購
入
費

（
29
台
）�

４
４
７
万
円

・
広
田
地
区
衛
星
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

機
器
撤
去
費
用
（
６
基
分
）

�

20
万
円

〇
衛
生
費

・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
再
資
源
化
処
分
料

�

７
４
３
万
円

・
ご
み
の
分
別
方
法
変
更
に
伴
う
指

定
ご
み
袋
作
成
費�

１
５
２
万
円

〇
農
林
水
産
業
費

・
新
規
就
農
者
支
援
事
業
補
助
金

�

４
７
５
万
円

令
和
３
年
度
補
正
予
算

三
谷　
６
月
補
正
予
算
で
可
決
し
た

果
樹
産
地
強
化
の
補
助
金
に
つ
い

て
、
町
の
負
担
６
分
の
１
が
、
農

協
の
文
書
で
は
「
市
」
の
負
担
と

な
っ
て
い
た
。
補
助
金
の
原
資
は

町
民
が
納
め
た
税
金
で
あ
り
、
農

家
に
説
明
す
る
た
め
に
も
、
そ
の

点
は
農
協
に
も
し
っ
か
り
言
っ
て

も
ら
い
た
い
。
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見えにくいけどヒビがいっぱい！（築30年以上経過した庁舎屋上）

みんな分別回収に熱心だなあ！
（上野団地ごみステーション）



◎
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

髙
橋　
来
年
１
月
８
日
、
９
日
開
催

予
定
の
成
人
式
に
は
、
県
外
か
ら

の
帰
省
者
は
参
加
で
き
る
の
か
？

Ａ　
県
外
居
住
者
も
参
加
可
能
で
、

事
前
の
出
欠
確
認
に
お
い
て
、
県

外
移
動
に
伴
う
隔
離
期
間
を
設
け

る
こ
と
や
健
康
観
察
を
依
頼
す
る
。

柿
本　

認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
大
規
模
改
修
に
関
し

て
、
町
内
に
は
他
に
も
施
設
が
あ

る
が
、
対
象
に
合
致
す
れ
ば
順
次

補
助
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
る
の

か
？

Ａ　
国
の
補
助
制
度
に
つ
い
て
案
内

し
、
今
回
は
２
カ
所
か
ら
申
し
込

み
が
あ
っ
た
。
令
和
４
年
度
は
１

カ
所
か
ら
希
望
が
あ
る
。

中
島　
授
業
目
的
で
の
著
作
物
利
用

に
係
る
補
償
負
担
金
の
対
象
に
幼

稚
園
・
保
育
所
は
該
当
す
る
の

か
？

Ａ　
１
人
当
た
り
、
小
学
校
１
２
０

円
、
中
学
校
１
８
０
円
で
、
幼
稚

園
は
60
円
と
な
っ
て
お
り
、
補
償

金
の
規
定
に
該
当
す
る
。

◎
そ
の
他

東　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
本
町
で
は
10
月
末
ま

で
に
完
了
予
定
と
な
っ
て
い
た

が
、
実
際
に
終
わ
る
の
か
？　
ま

た
、
接
種
に
よ
る
重
篤
患
者
は
出

て
い
な
い
か
？

Ａ　
当
初
の
計
画
で
は
完
了
を
10
月

末
と
し
て
い
た
が
、
も
う
少
し
先

に
延
び
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
ま
た
、
重
篤
な
副
反
応
の

報
告
は
今
の
と
こ
ろ
受
け
て
い
な

い
。

○
請
願
審
査

　
沖
縄
戦
戦
没
者
の
遺
骨
が
眠
る
土

砂
を
辺
野
古
新
基
地
建
設
の
埋
め

立
て
に
使
用
し
な
い
こ
と
を
求
め

る
請
願�

（
継
続
審
査
）

小
西　
骨
髄
等
移
植
ド
ナ
ー
支
援
事

業
の
内
容
は
？

Ａ　
骨
髄
等
を
提
供
し
た
町
民
の
通

院
・
入
院
費
用
の
一
部
を
助
成
す

る
も
の
。
１
日
当
た
り
２
万
円
の

７
日
を
上
限
と
し
、
予
算
は
２
人

で
積
算
し
て
い
る
。

骨
髄
等
移
植
ド
ナ
ー

�

支
援
事
業
始
ま
る

　
　 

︱ 

主
な
項
目 

︱

　
◆ 

一
般
会
計 

◆

〇
民
生
費

・
愛
育
幼
稚
園
の
感
染
症
対
策
に
必

要
な
経
費
及
び
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
補
助

金�

１
０
５
万
円

〇
衛
生
費

・
保
健
セ
ン
タ
ー
の
洋
式
便
器
自
動

洗
浄
化
等
の
改
修
工
事

�

９
９
４
万
円

・
骨
髄
等
移
植
ド
ナ
ー
支
援
事
業
助

成
金�

28
万
円

〇
教
育
費

・
著
作
物
を
授
業
の
過
程
で
必
要
な

限
度
で
円
滑
に
利
用
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
の
負
担
金�

19
万
円

令
和
３
年
度
補
正
予
算

とべ議会だより
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